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学校が学校らしく 

 

学 校 運 営 協 議 会 

 

学校運営協議会は地域・家庭・学校が目指す子供像を共有し、

学校の方針や取組について協議し承認する会です。年度末には

学校の１年間の取組を評価していただくなど開かれた学校を目

指します。また、地域学校協働活動推進員様には地域と学校の

パイプ役になっていただき、地域との協働活動を進めていきま

す。 

６月23日(火)に学校運営委員会を開催しました。学校経営方

針、新型コロナウイルス感染拡大防止の取組、教育課程編成

について協議していただき、御意見をいただきました。 

《学校運営協議会メンバー》          

小南 仁 様（会長）             

上原 文和 様                

前田 敦子 様（地域学校協働活動推進員）     

廣野 千鶴 様（PTA）            

大倉 尚子 様（PTA）            

藤田 恒久（校長）               

栗林 孝裕（教頭）              

小久保 美紀子（教務主任） 

 学校が再開して、数週間が経ちました。生徒たちの活動が、生徒たちの声が学校に戻ってきました。

あらためて、しみじみと生徒たちによって学校の息吹が戻ってきたことを実感しています。再開にあ

たっては、長らくの休校期間の状況を踏まえ、生徒たちのコンディション等にも配慮しながら、強い負

荷が一度にかからないよう、徐々に諸活動に取り組み始めています。特に１年生にとっては、初めての

中学校生活であることを踏まえ、時間をかけながら、中学校生活に馴染んでいけるように取り組み、生

徒会活動や部活動にも取り組み始めています。 

 また、何よりも感染防止の観点から、３つの「密」が重ならないように取り組んでいます。再開にあ

たって、学校生活での注意点や、通学時の注意点、部活動のあり方等を整理して取り組んできました

が、実際にそれらのマニュアルを運用しながら、工夫改善にも取り組んでいます。 

 例えば「マスクの着用」について、当初は登下校時も含め、学校生活でのマスクの着用を原則とし、

自転車通学で周りに人がいないときや、体育の授業、部活動の場面以外では、マスクを着用することと

していました。しかしながら、一方で暑さ対策、熱中症予防の観点も必要となっています。そんな中

で、屋外で周囲に人がいない状況（社会的距離が担保できる）等があれば、マスクをはずしてもよいと

いう方針に切り替えています。しかし、そのことが気の緩みになってはいけません。必ず着用すべき場

面も当然あります。 

 そこで大切なことは、生徒自身がその判断力を身に付けていくことだと思います。そのためには、判

断に必要な知識を学び、そして、状況判断の経験の中で判断力を高めることが必要です。そういったこ

とを踏まえ、学びの機会や判断力に繋がる指導をしていきたいと考えます。そして、これはマスクの着

用問題に限らず、様々な問題に対して対応できる力、判断力の育ちに結びつく機会になると考えていま

す。 

 また、このような安全対策やその中での学びの充実の観点を大切にしながら、一方で学校生活全体の

充実も図っていきます。学校祭（体育祭・文化祭）などの行事も、一律中止ではなく、可能な範囲で少

しでも充実したものができるように検討を重ねています。今年度からスタートしました、学校運営協議

会の皆様との連携も密にしながら、ご意見も頂戴し、充実した学校生活が実現できるよう、今後も精一

杯取り組んでいきますので、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 



 

 ６月１日から学校を再開することができました。再開にあたり「３密」を防ぐ等の安全対策に力を

入れ、学習活動を充実させるために、配慮や工夫をしながら学校生活がスタートしました。          

６月１日から学校が再開しました 

学校に元気な姿が 

戻ってきました。 

一つの学級を２つの講座に分

けた、少人数での授業。 

タブレットを使った授業。２

つの講座で同じ内容の授業を

展開します。 

南丹警察署と京都府警察本部少年課少年サ

ポートセンターから講師を招き、学年ごと

に非行防止教室を開催しました。万引きや

いじめ、薬物、ネット犯罪等についてのお

話を聴き、善悪判断４原則に則った行動が

大切なことを学習しました。 

非行防止教室開催 6月23日  ＰＴＡからの連絡 

PTA地域別懇談会について 

 今年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため、

地域別懇談会は中止しま

す。御理解いただきますよ

うお願い申し上げます。             


